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問題 

社会的に望ましい行動を促進するために記述的規範を

利用するのは有効である (Nyborg et al., 2016) 。しかし、

記述的規範は、多数派が望ましい行動をとっているとい

う意味だけでなく、望ましい行動をとっていない少数派

がいるという副次的な意味を含んでしまう。この副次的

な意味への着目が生じるとき、記述的規範の提示が逆効

果になりうる。 

どちらの意味に着目するかは、態度によって決まると

考えられる。態度の一貫性を保つための情報を選択的な

利用が想定されるからである (Kunda, 1990) 。 

態度が記述的規範の効果を調整するかどうかを実験的

に検討した。想定される調整効果は、防災行動への態度

が否定的である場合に、記述的規範による行動の促進効

果が打ち消されるというものである。 

 

実験1 

方法 

参加者 

262名のアメリカ人をCrowdFlowerで募集した。 

手続き 

オンライン実験を実施した。まず防災への態度をリッ

カート尺度によって測定した。記述的規範は「68.2%の

他の人たちが防災用リーフレットを閲覧している」とい

う情報の提示の有無によって操作した。その後、防災用

リーフレットの閲覧行動を目的変数として測定した。リ

スク認知、認知欲求、性別を共変量とした。 

結果 

記述的規範と態度の主効果を投入したロジスティック

回帰モデルと主効果と交互作用を投入したモデルの尤度

比を検定したところ、主効果モデルは棄却されず、態度

の調整効果は支持されなかった (逸脱度 = 307.60; 

306.97, p = .43)。 

 

実験2 

日本人 (329名) を対象として追試を実施した。実験1

の質問票を日本語に翻訳した。実験手続きは実験1と同

一であった。 

結果 

記述的規範と態度の主効果のみのロジスティック回帰

モデルと交互作用を含むモデルの尤度比を検定したとこ

ろ、主効果モデルは棄却され、交互作用を含むモデルが

採択された (逸脱度 = 262.78; 251.12, p = .001) 。 

 

総合考察 

実験2では態度の高低によって記述的規範の効果が調

整された。態度が否定的である場合には記述的規範の提

示が行動を抑制するという逆効果が得られた。しかし、

実験1と実験2の結果の不一貫は、態度の調整効果が恒

久的なものでない可能性を示唆する。 
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主効果
モデル

交互作用
モデル

主効果
モデル

交互作用
モデル

切片 0.31 (0.83) 0.37 (0.83) 2.49 (1.04) * 2.59 (1.07) *

リスク認知 0.00 (0.01) 0.00 (0.01) 0.00 (0.01) 0.00 (0.01)

認知欲求 -0.09 (0.21) -0.11 (0.21) -0.19 (0.22) -0.26 (0.23)

性別 -0.00 (0.30) -0.01 (0.30) 0.31 (0.37) 0.28 (0.38)

態度 0.32 (0.11) ** 0.27 (0.12) * 0.57 (0.13) *** 0.29 (0.14) *

記述的規範 1.19 (0.28) *** 1.22 (0.29) *** -0.20 (0.32) 0.41 (0.42)

記述的規範×態度 0.15 (0.19) 0.91 (0.29) **

AIC 319.60 320.97 274.78 265.12

逸脱度 307.60 306.97 262.78 251.12

参加者数 262 262 329 329
*
p  < .05, 

**
p  < .01, 

***
p  < .001.

実験1 実験2

Table 1. ロジスティック回帰モデルの係数 (標準誤差)


